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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、文字重心評価によるフォントの可読性定量化に関する研究の成果をまとめたものであり、以下の５章に
より構成した。 
 第１章では、ユビキタス社会の情報流通の主役である電子ディスプレイ上のフォントの現状について述べ、本研究
の背景と目的を明らかにするとともに、研究内容と成果について概説した。 
 第２章では、可読性に影響する文字構成要素である文字重心、部首バランス、ふところ、ストロークについて述べ、
フォント開発の概要について説明し、フォント開発における文字重心の重要性について述べた。 
 第３章では、文字重心の客観評価、特にストロークの重心、ふところの重心について、また文字重心と文字構成要
素との相関性について考察し、文字重心算出の課題を明らかにした。 
 第４章では、第３章で明らかになった課題を解決するために、主観評価による文字重心取得の精度向上について検
討を行った。また、シルエット文字重心算出手法ならびにポテンシャル文字重心算出手法を考案し、主観評価による
文字重心との比較評価を行い、精度を検証するとともに計算時間について述べた。さらに、考案した文字重心算出手
法のフォント開発プロセスヘの応用について述べ、文字重心とフォントの可読性との関係について論じた。 
 第５章では、本研究で得られた成果を要約し、結論とした。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 携帯情報機器のディスプレイなど解像度が比較的低い表示デバイスでは、可読性を高めるために、個々の表示デバ
イスに合わせた専用フォントの開発が不可欠である。しかしながら、従来のフォント開発プロセスでは、デザイナー
やテスターの感性に頼って手作業で進められている部分が多く、開発期間の長期化と、膨大な工数の発生が問題とな
っている。 
 本論文は、特に横組み文字を対象とし、可読性が高いフォントの開発において重要な指標の一つとなっている「文
字重心」の定量化に対しての研究成果をまとめたものであり、以下の主要な結果を得ている。 
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⑴ 主観による文字重心取得手法 
 主観評価による文字重心取得手法として、フォントデザインの実績がある熟練したデザイナーを被験者とすること
で精度の高い図形化文字重心取得手法を提案している。さらに、円形枠文字重心取得手法を提案し、被験者をデザイ
ナーからフォントの品質評価の経験者であるテスターにまで広げ人員確保を容易にするとともに取得時間の短縮を
行った。本手法により、精度を維持しつつ比較的短時間に文字重心を取得することが可能となっている。 
⑵ 演算による文字重心算出手法 
 デザイナーが文字重心を把握する際、文字のストロークではなく文字の外形（シルエット）から文字重心を把握し
ていることに着目したシルエット文字重心算出手法を提案している。さらに、ストロークの影響を考慮したポテンシ
ャル文字重心算出手法を提案している。 
 ストローク文字重心、シルエット文字重心、ポテンシャル文字重心の精度を検証するため、円形枠文字重心取得手
法による主観文字重心との比較を行った結果、ポテンシャル文字重心算出手法が最も精度が高く実用可能であること
を示している。 
⑶ 字母との近似性評価および文章の可読性評価 
 ポテンシャル文字重心算出手法の応用として、ビットマップフォント開発における字母との近似性を評価するプロ
セスで実験を行い、有意性を検証している。次に文字重心を利用したフォントの可読性評価を行い、文字重心と可読
性の関係を明らかにしている。 
 以上のように、本研究の成果である文字重心算出手法は、フォント開発の各段階における可読性評価に対し極めて
有用である。これにより、今後ますます多様化するフォント開発における工数削減および期間短縮に対し多大な貢献
が期待できる。 
 よって、博士（情報科学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
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